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 MRI T2 mappingは、軟骨基質の構成成分のうちコラーゲン配列と水分含有量の2つをパラ
メーターとしており、T2値は組織における水分子のプロトンの運動性を反映する。よって
変性軟骨組織では、コラーゲン配列の不整化と水分含有量の増加が生じるため、プロトン
の運動性が上昇し、T2値は増加する。 
 腰椎変性すべり症の有無で分けた腰椎変性疾患の患者2群における先行研究では、すべり
症を有する群のFJのT2値は、非すべり症群のT2値に比べ有意に増加していた、と報告され
ている。これは腰椎すべり症に伴いFJの変性が進行し、軟骨組織内のコラーゲン配列の不
整化と水分含有量の増加が生じたためである。 
 T2 mappingは腰椎変性を、T2値を算出することで定量化できる手法であるが、その基準
値は明らかになっていないため、FJの変性の程度を判断することは難しかった。本研究で
は、腰椎疾患の既往のない対象群におけるFJのT2値を調査した。本研究結果は今後のT2 
mappingを用いたFJの研究において、T2値の基準値として活用できるものと考えている。ま
た健常人であっても、加齢に伴う組織変性は生じるものと思われ、本研究では年齢階層別
にFJのT2値を調査した。本研究の結果において、加齢に伴いFJのT2値は増加しており、や
はり基準となるT2値も年齢階層別に異なる。よって、T2 mappingを用いたFJやIVDの研究を
行う際には、比較する対象群同士の年齢を揃えて検討を行う必要がある。 
 
結 論 
 腰椎疾患の既往のない対象群におけるFJのT2値を年齢階層別に調査した。今後のT2 
mappingを用いたFJの研究において、基準値として活用できるものと考える。 
